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広 報 
 

海難救助功労者に対する感謝状贈呈について 
 
清水海上保安部では、平成２６年７月２７日（日）、沼津市大瀬崎沖において水上オー

トバイ２隻から海中転落した５名の漂流者を救助した２隻のプレジャーモーターボート船
長ほか乗船者の方々に対し、その功績を称え、清水海上保安部長から感謝状を贈呈するこ
ととしました。 
取材を希望される社は、平成２６年１２月３日（水）午前１０時までに、別添「取材票」

に必要事項を記入のうえ、清水海上保安部管理課までＦＡＸにて送信願います。 
 
記 
 

１．実施日時 平成２６年１２月３日（水）午後２時３０分から 
２．実施場所 清水海上保安部 部長室 
        住所 静岡市清水区日の出町９－１（５階） 
３．被表彰者  
（１）プレジャーモーターボート Sea Challenger 

船長 田中 正秀（たなか まさひで）氏ほか乗船者５名 
（２）プレジャーモーターボート イデシギョー 
    船長 井出 純一（いで じゅんいち）氏ほか乗船者６名 
 
４．救助の概要 
 平成２６年７月２７日午後４時半前、沼津マリーナから、同マリーナ所属船のオーナ
ーが大瀬崎沖で転覆した水上オートバイの乗組員３名を救助したが、２名がまだ流され
ているとの緊急通報用電話番号１１８番あて通報がありました。 
当部巡視艇「みほかぜ」を発動させ現場向け急行中のところ、現場付近を通りかかっ

た上記２隻のプレジャーモーターボートの乗船者が一致協力し、救命浮環を投げ渡すな
どし、漂流者５名全員を救助しました。 
漂流者は救命胴衣を着用し約３０分間の漂流の後救助されましたが、当時の海上は南

西の風約１０メートル、波の高さ約５０センチメートル、うねり約１メートルの荒れた
状態であり、最悪の場合、漂流者の人命に重大な危険を及ぼすおそれがあった事案で、
その功績は顕著なものであることから、感謝状を贈呈することとしたものです。 

 

 


